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１．研究目的 (Research Objectives) 
 

 昼間側磁気圏カスプは、太陽風プラズマが磁気圏境界を介して直接磁気圏内に侵入する

領域である。侵入した高エネルギー粒子は降下して電離圏カスプでカスプオーロラを発生

させる。観測点の北極スヴァールバル・ニーオルスン基地（磁気緯度 76 度）は、地理的高

緯度のために、冬季の昼間にはカスプオーロラの光学観測が可能である。しかし、その観

測期間は限られている。我々は、カスプオーロラをリオメータ法によって連続観測するた

めに、1991 年９月にイメージングリオメータ (IRIS) をノルウエー極地研究所のニーオル

スン基地に設置し、2004 年 8 月まで観測を実施してきた。本装置で得られる 2 次元の電離

層吸収(CNA)データの解析によって、北極カスプ地域での高エネルギー粒子降下領域の空

間的スケールや動きを求め、磁気圏境界やカスプ領域における粒子ダイナミクスを解明す

ることが研究目的である。 
 
２．データベース作成の概要 
 
 ニーオルスン基地の IRISによって、２次元 8x8 = 64方向のビームの銀河電波雑音(CRN)
の強度データが４秒サンプルで連続して取得される。約 3 ヶ月分の CRN データが MO デ

イスクに収納され、研究所まで郵送される。これらの生データの中から、約 1 ヶ月分の強

度データを専用の解析ソフトで統計処理して、64 個の静穏時曲線 (QDC) をまず作成する。

この作成には、毎日の強度変化をチェックして、不良なデータを除去することを手作業で

行っている。その後、QDC データから CRN データを差し引いて CNA 源データを得て保

存する。データベースとしては、天頂方向を中心として直交する南北・東西の 2 x 8 チャ

ンネルの CNA の 1 日変化（128 秒平均値）がプロットされ、用紙にプリントされる（本

文付録の S-RAMP データベース参考）。以上のデータ処理は、本装置の開発当初から、PC
による BASIC 処理であるため、デジタル CNA データとしては保存できなく、データベー

スとしては、プリント用紙をスキャンして PC に取り込み、保存したものである。1991 年

9 月から 2003 年９月の期間の CNA データは、 ”SPACE-W Database in Japan 
(SPACEWDB-J-OB0040)”のタイトルで CD に収録され、公開された。その他に、源 CNA
データから、2 次元の吸収カラーイメージが研究用に作成され、利用されている。 
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 ニーオルスンでの IRIS 観測は、研究代表者の定年退官によって、2004 年 8 月で終了し

た。 
 
３．共同研究の成果 (Accomplishments) 
 
 ニーオルスンの IRIS 装置で得られる 2 次元ビームは、天頂を中心に+/- 45˚の範囲で、

電離圏 100km の高度での有効な視野は、200km x 200km である。この視野はオーロラ現

象の空間スケールに比べて一般的に小さい。したがって、カスプオーロラの研究には、北

極のヨーロッパ地域の他の地点に設置されている IRIS との共同観測・共同研究が基本的

に必要である。STE 研究所のニーオルスン IRIS の他に、グリーンランドの Sdr Stromfjord
（デンマーク気象研究所、米メリーランド大学）, Danmarkshavn（デンマーク気象研究

所）、アイスランドの Tjornes（日本の極地研究所）の合計 4 点のデータを共同利用した。

それぞれの IRIS データは、PI の研究機関で保存されている。これらのデータ解析から、

北極のカスプ緯度における CNA 現象の空間スケールや動きを明らかにして、高エネルギ

ー粒子の降下ダイナミクスを議論した。 
 北極スヴァールバル地域と南極中国中山基地周辺とは南北地磁気共役点になることから、

1997 年に中山基地に IRIS を設置した。この共役点 IRIS 観測は、中国極地研究所、日本

の極地研究所と STE 研究所との共同研究である。南極の IRIS データは日中の極地研究所

で保存されている。共役点の IRIS データの解析から、IMF の方向の変化や、太陽風ショ

ックによる磁気圏境界の応答や、これに伴う昼間側磁気圏カスプ領域内の高エネルギー粒

子の振舞いや、電離圏カスプへの降下ダイナミクスを議論した。 
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極域イメージングリオメータデータベース 
 

１．データベース名:  極域イメージングリオメータデータベース 

                     Polar Region Imaging Riometer Database 

２．提供機関名：  名古屋大学太陽地球環境研究所 

         Solar-Terrestrial Environment Laboratory, Nagoya University 

３．データベースの概要： 

このデータベースはＳＴＥ研電磁気圏グループが 1991 年以来、カスプ/極冠域にあたるスヴァールバ

ル・ニーオルスン（磁気緯度７６度）で実施してきたイメージングリオメータ観測で得られてきた観測

データの提供を目的としている。この観測データは現在、北極グリーンランドやアイスランドで観測さ

れている同種のデータ、および南極昭和基地や中国基地で観測されている同種のデータと共同で、北極

域オーロラ粒子降下ダイナミクスの研究や、南北極での磁気共役点間のオーロラ粒子降下の対称・非対

称の研究に使用されている。 

原観測データは、８ｘ８の２次元ビームから得られた６４チャンネルの銀河電波強度（サンプル速度、

４秒）で構成されている。この原データから、１ヶ月ごとに 64 個の静穏時日変化曲線を求め、これら

の差から電離層吸収データを得ている。データベースとしては、図に示すように、N4E7 を交差する東西・

南北ビームから得られた 16 チャンネルの吸収データの２４時間プロットを得ている。現在、この 16 チ

ャンネルのプロットをスキャナーと PC によって取り込み CD-R に書きこむ作業を行っている。この CD

データを今後、公開の方向に持って行きたい。 

３． データベースの例： 

 

５．問い合わせ先： 

  西野 正徳 

  〒442-8507 豊川市穂ノ原 3-13 

  名古屋大学太陽地球環境研究所 

  TEL: 0533-89-5167, FAX: 0533 89 1539 

  E-mail: nishino@stelab.nagoya-u.ac.jp 

 

― 59 ―




